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環状ネットワーク整備前 （H30.10） 環状ネットワーク整備後 （R3.10）
■東北中央道の広域ルート転換状況

○平成２９年度に福島～米沢間が開通、平成３１年度には南陽高畠ＩＣ～山形上山ＩＣ間が開通。

○福島～山形間の高速道路は、東北自動車道経由の宮城県回りと東北中央自動車道の山形県回りの２ルートが選択可能に。

〇今回の開通で最上地域から関東方面まで高速道路で繋がり、関東方面から山形県へ訪れる観光客の増加や、物流の効率化

が図られるなど、山形県の経済面への波及効果も期待。

※ネットワーク図はR4.8末現在
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【出典】 ETC2.0データ：R3.10【出典】 ETC2.0データ：H30.10
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※福島JCT・山形JCTを走行した
車両を経路別に集計し、割合算出
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車両を経路別に集計し、割合算出

東北中央自動車道 東根北IC～村山本飯田IC 
【東北中央自動車道の整備に伴う交通状況の変化】
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